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【
所
管
事
務
調
査
】

平
成
28
年
10
月
25
日

①
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
環
境
整
備
に
つ
い
て

　

教
育
委
員
会
か
ら
、
平
成
28
年
度
か

ら
３
カ
年
計
画
で
進
め
ら
れ
て
い
る
町

内
小
中
学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
導
入
状

況
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
札
内
中
学

校
で
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
使
っ
た
授
業
を

視
察
し
た
。
生
徒
か
ら
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
に

よ
る
授
業
が
分
か
り
や
す
い
と
好
評
で

あ
り
、
近
年
言
わ
れ
て
い
る
家
庭
で
の

電
子
メ
デ
ィ
ア
の
接
触
時
間
に
つ
い
て

も
、
学
校
と
し
て
指
導
が
な
さ
れ
て
い

た
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
使
っ
た
授
業
の
効
果

は
大
き
く
、
今
後
の
対
応
と
し
て
、
台

数
の
確
保
や
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
大
容
量

化
、
学
校
間
格
差
を
生
じ
さ
せ
な
い
た

め
の
導
入
計
画
の
前
倒
し
等
に
つ
い
て

意
見
が
出
さ
れ
た
。

【
道
内
先
進
地
視
察
調
査
】

平
成
28
年
10
月
６
日
か
ら
７
日

《
ア
イ
ヌ
民
族
博
物
館
（
白
老
町
）
》

　

ア
イ
ヌ
民
族
博
物
館
（
ポ
ロ
ト
コ
タ

ン
）
の
施
設
見
学
を
通
じ
て
、
ア
イ
ヌ

民
族
の
風
俗
や
生
活
民
具
、
神
具
な
ど

の
ほ
か
、
ア
イ
ヌ
民
族
博
物
館
の
運
営

や
展
示
品
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
ほ

か
、
ア
イ
ヌ
古
式
舞
踊
な
ど
を
観
覧
し

た
。

　

展
示
品
を
た
だ
展
示
す
る
の
で
は
な

く
、
ジ
オ
ラ
マ
（
展
示
物
と
そ
の
周
辺

環
境
・
背
景
を
立
体
的
に
表
現
す
る
方

法
）
を
用
い
て
視
覚
的
に
見
せ
る
こ
と

で
、
当
時
の
生
活
を
容
易
に
想
像
さ
せ

る
工
夫
が
さ
れ
て
お
り
、
合
わ
せ
て
、

こ
れ
ら
の
こ
と
に
つ
い
て
深
く
知
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
、
す
ぐ
隣
に
関
連

資
料
を
置
く
と
い
う
よ
う
な
気
遣
い
が

さ
れ
て
い
る
。

　　

博
物
館
や
資
料
館
の
存
在
意
義
は
、

過
去
の
暮
ら
し
を
現
在
の
私
た
ち
が
学

び
、
未
来
の
町
づ
く
り
に
活
か
し
て
い

く
こ
と
で
あ
り
、
本
町
の
歴
史
や
文
化

発
信
の
拠
点
で
あ
る
ふ
る
さ
と
館
や
蝦

夷
文
化
考
古
館
の
今
後
の
あ
り
方
や
役

割
に
つ
い
て
の
ヒ
ン
ト
を
、
ポ
ロ
ト
コ

タ
ン
で
得
る
こ
と
が
で
き
た
も
の
と
思

う
。

《
札
幌
市
ア
イ
ヌ
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
》

　

施
設
の
設
置
目
的
を
は
じ
め
と
し

て
、
独
特
の
文
化
を
育
ん
で
き
た
ア
イ

ヌ
民
族
の
生
活
や
歴
史
、
文
化
な
ど
を

楽
し
み
な
が
ら
学
ぶ
展
示
方
法
と
、
本

施
設
を
有
効
利
用
す
る
貸
館
事
業
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
た
。

　

実
際
に
手
に
と
っ
て
見
る
こ
と
が
で

き
る
展
示
方
法
、
有
効
な
施
設
利
用
に

つ
い
て
大
い
に
参
考
に
な
っ
た
が
、
何

よ
り
も
専
門
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
若
者
を

活
用
し
、
彼
ら
が
新
た
な
感
性
で
運
営

を
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
印
象
的
で
あ
っ

た
。
幕
別
町
と
し
て
も
、
こ
の
よ
う
な

人
材
育
成
、
人
材
発
掘
が
望
ま
れ
る
と

感
じ
た
。

《
倶
知
安
風
土
館
》

　

風
土
館
の
運
営
の
あ
り
方
、
展
示
の

仕
方
、
展
示
の
企
画
、
説
明
員
（
学
芸

員
）
の
配
置
状
況
等
の
取
組
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
た
。

　

町
民
か
ら
、
倶
知
安
町
の
歴
史
を
町

民
や
来
町
者
に
紹
介
す
る
た
め
の
施
設

設
置
要
望
を
受
け
、
旧
日
体
大
の
倶
知

安
校
舎
を
改
築
、
一
部
増
築
し
、
平
成

14
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。
学
芸
員
で
も

あ
る
館
長
は
開
設
準
備
段
階
か
ら
携
わ

っ
て
お
り
、
「
見
て
、
触
れ
て
、
感
じ

る
博
物
館
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
こ
れ

ま
で
運
営
し
て
き
て
い
る
。

　

入
館
し
て
す
ぐ
に
小
上
が
り
が
あ

り
、
小
さ
な
お
も
て
な
し
の
お
茶
が
用

意
さ
れ
、
暖
か
い
気
持
ち
が
感
じ
ら
れ

た
。　

　

小
部
屋
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ

に
沿
っ
て
展
示
品
が
陳
列
さ
れ
、
タ
イ

ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
気
分
に
さ
せ
ら
れ
た
。

展
示
品
を
実
際
に
自
分
た
ち
の
手
で
触

れ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ

ま
で
に
な
い
博
物
館
と
し
て
の
あ
り
方

を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。

■ 議会のうごき ■ 

アイヌ民族博物館の展示室

　
委
員
会
レ
ポ
ー
ト
（
常
任
委
員
会
・
所
管
事
務
調
査
・
道
内
先
進
地
視
察
調
査
）

床に倶知安町を一望できる航空写真が広がる
（倶知安風土館）

総
務
文
教
常
任
委
員
会
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進

地

視

察

調

査



【
所
管
事
務
調
査
】

平
成
28
年
11
月
24
日

①
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
営
状
況
に

つ
い
て

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
事
業
の
こ
れ
ま

で
の
経
過
や
運
行
実
績
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
た
。
札
内
バ
ス
の
利
用
実
態
調

査
の
実
施
や
乗
車
率
向
上
対
策
の
検
討

等
に
つ
い
て
意
見
が
出
さ
れ
た
。　

②
地
方
バ
ス
路
線
確
保
対
策
に
つ
い
て

　

運
行
し
て
い
る
路
線
の
概
要
や
目
的

の
ほ
か
、
乗
車
密
度
、
運
行
に
係
る
経

費
・
補
助
金
等
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、

今
後
の
経
費
や
補
助
金
、
町
の
負
担
額

の
見
込
み
等
に
つ
い
て
調
査
を
行
っ
た
。

③
青
葉
保
育
所
の
今
後
の
運
営
に
つ
い
て

　

青
葉
保
育
所
の
こ
れ
ま
で
の
民
営
化

の
経
緯
や
民
設
民
営
化
し
た
場
合
の
メ

リ
ッ
ト
、
移
管
先
法
人
の
選
定
方
法
等

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

　

民
設
民
営
化
の
条
件
整
備
と
し
て
、

こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
事
務
手
順
や
公

募
し
な
い
こ
と
に
つ
い
て
の
考
え
方
、

保
護
者
へ
の
説
明
対
応
、
意
向
調
査
の

確
認
な
ど
に
つ
い
て
調
査
を
行
っ
た
。

【
道
内
先
進
地
視
察
調
査
】

平
成
28
年
10
月
20
日
か
ら
21
日

《
旭
川
市
》

　
　

　

旭
川
市
と
の
協
働
事
業
に
よ
り
、
永

山
第
３
地
区
市
民
委
員
会
が
中
心
と
な

っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
「
冬
の
生
活
道

路
を
守
る
協
働
意
識
の
向
上
」
と
い
う

地
域
住
民
の
日
常
生
活
と
密
接
に
関
係

す
る
生
活
道
路
の
除
排
雪
の
取
組
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
た
。

　

永
山
第
３
地
区
市
民
委
員
会
で
は
、

住
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
力
で
除
排
雪
事

業
を
市
除
雪
セ
ン
タ
ー
と
と
も
に
進
め

て
お
り
、
除
排
雪
機
械
の
借
入
れ
に
つ

い
て
は
、
市
よ
り
補
助
を
受
け
て
お
り
、

重
機
な
ど
の
運
転
は
住
民
に
よ
り
行
わ

れ
て
い
る
。

　

今
後
の
課
題
と
し
て
、
高
齢
化
が
進

む
中
、
若
い
人
を
ど
の
よ
う
に
参
入
さ

せ
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
に
苦
労
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
認
識
し
た
。

《
千
歳
市
》

　

千
歳
市
に
お
け
る
市
民
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
と
定
額
自
動
寄
付
制
度
「
き
ふ
・

と
も
」
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

　

市
民
協
働
の
原
点
と
し
て
、
「
み
ん

な
で
進
め
る
千
歳
の
ま
ち
づ
く
り
条

例
」
を
制
定
し
、
基
本
原
則
と
し
て
市

民
と
市
の
相
互
間
に
お
け
る
情
報
の
共

有
、
市
民
協
働
の
担
い
手
と
な
る
職
員

等
の
人
材
育
成
、
行
政
活
動
へ
の
市
民

の
積
極
的
な
参
加
を
掲
げ
、
協
働
事
業

と
し
て
市
民
提
案
型
や
市
提
案
型
に
よ

り
市
民
参
加
を
促
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
市
民
公
益
団
体
に
対
し
て
、

市
民
が
寄
付
を
通
し
て
活
動
、
応
援
し

て
い
く
取
組
と
し
て
「
き
ふ
・
と
も
」

制
度
が
あ
り
、
間
接
的
に
社
会
貢
献
が

で
き
る
仕
組
み
と
な
っ
て
お
り
、
平
成

22
年
か
ら
平
成
27
年
ま
で
の
寄
付
金
は

３
６
８
万
円
近
く
に
な
り
、
市
民
意
識

の
高
さ
を
認
識
し
た
。

《
室
蘭
市
》　

　

市
民
と
行
政
と
の
協
働
に
よ
る
活
力

と
魅
力
に
満
ち
た
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

す
と
と
も
に
、
市
民
活
動
団
体
等
の
育

成
を
目
的
と
し
た
行
政
パ
ー
ト
ナ
ー
制

度
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

　

行
政
パ
ー
ト
ナ
ー
制
度
（
ま
か
せ
て

パ
ー
ト
ナ
ー
・
ま
ご
こ
ろ
パ
ー
ト
ナ
ー
・

ま
ち
「
ピ
カ
」
パ
ー
ト
ナ
ー
）
の
展
開

に
よ
り
、
市
民
活
動
団
体
や
市
民
が
自

発
的
な
活
動
を
実
施
し
て
お
り
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
経
費
削
減
を
目
的

と
し
、
市
民
の
行
政
に
対
す
る
理
解
を

深
め
、
自
ら
の
ま
ち
を
美
し
く
住
み
や

す
い
ま
ち
に
つ
く
り
あ
げ
て
い
く
姿
に

感
銘
を
受
け
た
。

　

ま
ち
「
ピ
カ
」
パ
ー
ト
ナ
ー
の
実
績

は
、
平
成
16
年
は
42
団
体
、
28
年
に
は

２
２
１
団
体
と
な
っ
て
お
り
、
市
全
体

に
広
が
っ
て
い
る
実
態
を
聞
き
、
ま
ち

の
勢
い
を
感
じ
た
。

　

幕
別
町
に
お
い
て
も
、
参
加
者
の
安

全
を
守
り
な
が
ら
、
多
く
の
町
民
意
識

の
向
上
が
必
要
と
認
識
し
た
。

■ 議会のうごき ■ 

　
委
員
会
レ
ポ
ー
ト
（
常
任
委
員
会
・
所
管
事
務
調
査
・
道
内
先
進
地
視
察
調
査
）

�

現地視察
（コムニの里まくべつ）

民
生
常
任
委
員
会

永山第３地区市民委員会の又村会長 (左か
ら３番目）から除排雪事業の説明を受ける

行政パートナー制度などの概要説明
（室蘭市）

道

内

先

進

地

視

察

調

査



■ 議会のうごき ■ 

問

�

                                                                                                                                                      【
所
管
事
務
調
査
】

平
成
28
年
10
月
５
日
、
10
月
25
日

①
幕
別
町
住
生
活
基
本
計
画
に
つ
い
て

②
幕
別
町
公
営
住
宅
等
長
寿
命
化
計
画

に
つ
い
て

　

平
成
25
年
３
月
に
両
計
画
が
策
定
さ

れ
た
が
、
将
来
推
計
人
口
の
変
化
や
老

朽
化
の
進
行
な
ど
か
ら
、
平
成
38
年
を

目
標
年
と
し
て
、
計
画
の
見
直
し
を
行

う
こ
と
に
な
っ
た
。

③
幕
別
町
耐
震
改
修
促
進
計
画
に
つ
い
て

　

耐
震
化
へ
の
取
組
に
当
た
っ
て
は
、

相
談
窓
口
設
置
の
ほ
か
、
耐
震
化
の
情

報
提
供
、
無
料
耐
震
診
断
や
新
築
リ
フ

ォ
ー
ム
奨
励
金
制
度
の
周
知
等
を
行
う

こ
と
と
し
て
い
る
。

④
忠
類
地
域
の
大
型
遊
具
設
置
に
つ
い
て

　

忠
類
ナ
ウ
マ
ン
公
園
に
設
置
さ
れ
た

大
型
遊
具
４
基
の
現
地
調
査
を
行
っ

た
。
遊
ん
だ
後
の
着
替
え
や
、
水
を
使

う
遊
具
の
設
置
を
考
え
た
と
き
の
更
衣

室
の
整
備
と
遊
具
近
く
へ
の
ト
イ
レ
の

必
要
性
に
つ
い
て
意
見
が
出
さ
れ
た
。

⑤
農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
の
一

部
改
正
に
つ
い
て　

　

農
業
委
員
会
の
事
務
と
し
て
農
地
等

の
利
用
の
最
適
化
の
推
進
が
最
も
重
要

な
事
務
で
あ
る
こ
と
の
明
確
化
、
従
来

の
農
業
委
員
の
選
出
方
法
を
公
選
制
か

ら
市
町
村
長
の
任
命
制
に
変
更
、
農
地

利
用
最
適
化
推
進
委
員
新
設
の
３
点
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

　

今
後
は
、
町
内
在
住
者
で
な
く
て
も

農
業
委
員
の
公
募
対
象
に
な
る
こ
と
も

あ
り
、
公
募
に
関
す
る
基
準
整
備
や
選

考
方
法
、
定
数
等
に
つ
い
て
調
査
を
行

っ
た
。

【
道
内
先
進
地
視
察
調
査
】

平
成
28
年
10
月
13
日
か
ら
14
日

《
恵
庭
市
》　

　
　

　　
　

　
　

　

生
ご
み
・
し
尿
処
理
場
、
下
水
終
末

処
理
場
に
お
け
る
バ
イ
オ
ガ
ス
化
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
活
用
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

た
。

　

全
国
初
と
な
る
生
ご
み
の
バ
イ
オ
ガ

ス
化
は
、
平
成
24
年
９
月
か
ら
供
用
を

開
始
し
た
。
下
水
終
末
処
理
場
内
で
混

合
さ
れ
た
生
ご
み
、
し
尿
、
下
水
汚
泥

等
か
ら
バ
イ
オ
ガ
ス
を
発
生
さ
せ
、
脱

硫
後
に
ガ
ス
タ
ン
ク
に
貯
留
し
、
マ
イ

ク
ロ
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
で
発
電
し
、
場
内

で
の
利
用
や
蒸
気
ボ
イ
ラ
の
燃
料
と
し

て
い
る
。
ま
た
、
消
化
汚
泥
は
民
間
事

業
者
に
搬
出
し
、
セ
メ
ン
ト
や
肥
料
等

の
原
料
に
な
っ
て
い
る
。

　

維
持
管
理
費
や
運
転
管
理
委
託
料
の

増
加
に
よ
る
コ
ス
ト
面
が
最
た
る
課
題

で
あ
り
、
他
の
自
治
体
で
の
導
入
が
進

ま
な
い
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

《
㈱
ｋ
ａ
ｌ
ｍ
角
山
（
江
別
市
）
》　

　

ハ
ー
ド
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
シ
ス
テ
ム
、

ロ
ボ
ッ
ト
搾
乳
、
ロ
ボ
ッ
ト
管
理
に
よ

る
牛
舎
、
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
等
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

　

５
軒
の
農
家
が
農
業
法
人
と
な
り
、

平
成
26
年
１
月
に
設
立
さ
れ
た
。
平
成

27
年
８
月
に
８
台
の
ロ
ボ
ッ
ト
搾
乳
に

よ
る
日
本
初
の
メ
ガ
ロ
ボ
ッ
ト
フ
ァ
ー

ム
が
実
現
し
、
サ
ツ
ラ
ク
農
協
を
通
じ

て
良
質
な
牛
乳
提
供
を
し
て
い
る
。

　

最
新
鋭
の
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
導
入
に
よ

り
、
効
率
的
は
も
と
よ
り
、
生
産
コ
ス

ト
が
削
減
さ
れ
、
多
く
の
人
材
を
必
要

と
し
な
い
徹
底
さ
れ
た
営
農
シ
ス
テ
ム

に
驚
嘆
の
連
続
で
あ
っ
た
。

《
鹿
追
町
》　

　

集
約
型
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
、
チ

ョ
ウ
ザ
メ
飼
育
、
実
証
実
験
で
あ
る
定

置
式
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
等
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
、
現
地
を
視
察
し
た
。

　

１
日
に
１
８
７
０
頭
分
の
処
理
能
力

が
あ
り
、
国
内
最
大
規
模
で
あ
る
。
消

化
液
は
有
機
質
肥
料
と
し
て
畑
に
散
布

し
、
土
壌
改
良
効
果
が
あ
る
。

　

平
成
26
年
よ
り
余
剰
熱
を
活
用
し
た

チ
ョ
ウ
ザ
メ
飼
育
、
マ
ン
ゴ
ー
栽
培
の

事
業
を
展
開
し
、
平
成
27
年
か
ら
は
環

境
省
の
実
証
事
業
と
し
て
、
道
内
初
の

定
置
式
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
民
間
事

業
者
が
中
心
に
な
っ
て
進
め
て
い
る
。

　
委
員
会
レ
ポ
ー
ト
（
常
任
委
員
会
・
所
管
事
務
調
査
・
道
内
先
進
地
視
察
調
査
）

産
業
建
設
常
任
委
員
会

下水終末処理場のマイクロガスター
ビン（恵庭市）

搾乳ロボット（㈱ kalm 角山）

道

内

先

進

地

視

察

調

査



　

十
勝
町
村
議
会
議
長
会
主
催
に
よ
る

議
員
研
修
会
が
、
平
成
28
年
10
月
31
日　

に
幕
別
町
百
年
記
念
ホ
ー
ル
で
開
催
さ

れ
た
。

　

講
師
と
し
て
、
公
益
財
団
法
人
と
か

ち
財
団
理
事
長
の
長
澤
秀
行
氏
を
招

き
、
「
産
官
学
連
携
に
よ
る
モ
ノ
づ
く

り
、
ヒ
ト
づ
く
り
、
コ
ト
づ
く
り
」
と

題
し
て
講
演
が
行
わ
れ
た
。

　

講
演
で
は
、
地
域
振
興
に
向
け
、
も

の
づ
く
り
支
援
や
地
域
連
携
の
支
援
の

必
要
性
を
学
ん
だ
。

　

開
催
町
と
し
て
、
飯
田
晴
義
町
長
が

開
会
の
挨
拶
を
、
芳
滝
仁
議
長
が
閉
会

の
挨
拶
を
行
っ
た
。

■ 議会のうごき ■ 

�

インターネット議会生中継がスマート

フォンやタブレットで見られます！！

　これまでパソコンでしか見られませんでし

たが、平成 28 年第４回定例会（平成 28 年 11

月 30 日）からスマートフォンやタブレット端

末でも生中継を視聴できるようになりました。

　ＩＴ化の急速な発展により、スマートフォ

ン、タブレット端末等の保有者が増加してい

ることから、多くの方々に町議会に関心を持

っていただきたいと考えていますのでぜひご

覧ください。

◆議会日誌◆

11月 1 日　千葉県香取市議会行政視察

　 　 4 日　議会運営委員会

　　　4日　第２回臨時会

　　　4日　総務文教常任委員会

　　  7 日　音更町議会行政視察

　 　17 日　議会運営委員会

　　 17 日　合同委員会

　　 17 日　総務文教常任委員会

　 　22 日　議会運営委員会

　　 24 日　民生常任委員会

　　 30 日　議会運営委員会

　　 30 日　第４回定例会（初日）

　 　30 日　アルコ 236 及び道の駅・忠類の指定管　

　　　　　  理に関する特別委員会

　　 30 日　議会広報広聴委員会

　　 30 日　総務文教常任委員会

　　 30 日　民生常任委員会

12 月 2 日　アルコ 236 及び道の駅・忠類の指定管　

　　　　　  理に関する特別委員会

　　　7日　議会運営委員会

　 　 7 日　第４回定例会（一般質問）

      8 日　議会運営委員会     

　 　 8 日　第４回定例会（一般質問）

　 　 8 日　産業建設常任委員会

　　　9日　議会運営委員会

　　　9日　第４回定例会（一般質問・議案審議）

　　　9日　アルコ 236 及び道の駅・忠類の指定管　

　　　　　  理に関する特別委員会

　　　9日　全員協議会

　 　13 日　民生常任委員会　

　 　13 日　アルコ 236 及び道の駅・忠類の指定管　

　　　　　  理に関する特別委員会

     16 日　議会運営委員会

　 　16 日　第４回定例会（最終日）

　 　16 日　全員協議会

1月 11 日  議会運営委員会　

　 　12 日  議会広報広聴委員会

　　 13 日　議会運営委員会

　　 19 日  議会広報広聴委員会

　　 19 日  全員協議会

　　 30 日　総務文教常任委員会

◎傍聴席はあなたを
　　　　　　　　　　おまちしております。

平成 29 年第１回定例会日程（予定）

　　　　　　　　3月  2 日　初　　日

　　  　   8 日　一般質問・議案審議　　　　　　

　 　　    9 日　一般質問・議案審議　　　　　　

　 　　   10 日　一般質問・議案審議　　　　　　

　 　　   17 日　最 終 日

 ●問合せ先：議会事務局 (54-6626)

十
勝
町
村
議
会
議
員

研
修
会
に
参
加


